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1 瓜生因遺跡 2アンモン山遺跡 3六地蔵遺跡 4羽田口遺跡 5牛塚古噴 6牛塚遺跡 7広瀬遺跡
8 尾崎遺跡 9消来寺遺跡 10天宝遺跡 1 平ノ上遺跡 12八王子遺跡 13西門遺跡 14元治庵遺跡
15山仁田遺跡 16井総遺跡 17馬場平遺跡 18荒毛遺跡 19山王遺跡 20無田原遺跡 21上ノ段遺跡
22段遺跡 23石坂遺跡 24平田遺跡 25石原遺跡 26桜ノ前遺跡 27中原横穴遺跡群 28八久保遺跡
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[層番号 層名 t主 |粘性 しまり 慣曹
褐灰色土層 作土 やや殉い やや弱い様 ほとんど :まない
2アカホヤ混じり暗褐色土層 E周 やや 量い やや強い 日曜 ほとんど まない
3 アカホヤ混じり褐色土層 邑E珊 やや向い 強い 環ほとんど まない
4アカホヤ混じり黒褐色土層 ~~用 やや温い やや弱い機 ほとんど まない
5アカホヤ混じり暗褐色土層; 内 土|弱L、 電L、 円曹を多く雷、
6 晴灰色混じりアカホヤ層 2 内 土 やや強い やや強いア 1ホヤの:;70ツ空を含む
7アカホヤ混じり暗纏色土 2 内 土 やや強い やや弱い ほとんど 「まない
8アカ，、ヤ混じり黒褐色土 2-i 肉 土 やや弱い やや強L、 ほとんど tまない
9 
ア晴檀カ褐ホ色ヤ混土混ilじ層じりり糧種黒褐糧灰色色土土用 l2i.-1 
肉 土|弱い やや い ほとんど まない
10 肉 土 やや!電L、 弱い ほとんど 7まZい
1 |鴻状. 肉 土 やや温い やや弱い ほとんど まない
12 2-i 肉 土 やや 量い 弱い ほとんど 7まない
13アカホヤ混じり日青梅褐色土層 2 内 土 やや 童い 弱い 2-3cmのアカホヤのブロックを含む
14 アカホヤ混じり槍縄色土層 2 肉 1ヱ|剥し、 弱い ア 1ホヤを多〈
15 暗栂褐色土層 2 肉 土 やや強い やや弱い |標'ほとんど ない
16 暗黒褐色土層 2 肉 土|強い やや強い磯 ほとんど t‘い
17 堕廻色混じりアカホヤ 2 肉 土 |強い い 司量 ほとんど ;よい
18アカ，、ャ混じり茶褐色 .珊 2 {主肉 土 |強い |標1 ほとんど ない
19 アカ3、ャ混じり暗灰色 ;層 2 住内 土 やや い E い |礁 ほとんど まrぃ
20 fI褐邑混じりアカホヤf 2 住肉 主 やや い い アカホヤの ロックを含む
21 アカF、ヤ混じり茶灰色土層 Z 住肉 tj二やや い い |様をほとんど含まない
22アカホヤ混じり暗茶灰色土層 2号住居内 [土 やや い やや強い |磁をほとんど含*t.，:ぃ
23 |黒禍 土層 z 住内 土 査い やや強い |礁をほとんど含まない
24アカ，、ヤ混じり褐色土層 2 住肉 !主 強い やや弱い アカホヤを多〈含む
25アカ，、ヤ混じり晴褐色土層 2 内 土 やや強い 量L、 アカホヤを多 含む
26茶灰邑土層 2 内 土 壷い やや強い|様 lま んど -まない
271晴貫喝色土層 2 居内 土 壷い 非常l二強い 2 層ーで る可能性がある
28アカホヤ混じり茶灰色土層 2 居内 !ニt ド常に強い やや弱い磁 lま ん まrぃ
29アカホヤ混じり褐色主里 ;書状.術肉 土 童い やや強い円 EをJ< 
30アカホヤ混じり黒纏色土壇溝: iI情内 土 や弱い や坐5量いを '多:含4、
31アカホヤ混じり暗灰色土層 2同居内 主 い 強い ほとん . まない
3217 カホヤ混じり晴檀褐色土周 2 居肉 トヱ い 強い ほとん tまない
33 日昔 目色土層 2 {居肉 1土 い やや強L、 1王とんと まない
341褐 土層 2 '居肉 土 ド常に強い|強い ほとんど 『まない
35明 E色混じりアカホヤ層 2 居内 土 やや強い やや強い ほとんど ま互い
361貫 l色土層 2 居内 土 弱い |弱い ほとんど 『まない
371崎賞灰色土層 2 内 土 やや |やや弱L、 ほとんど まない
38 !崎健褐色土層 2 内 土 やや い |弱い アカホヤを多 含む
39アカホヤ混じり燈褐色土層 2 内 土 やや L、 やや強いアカホヤのブロッウを・ む、 1-2cmほどのハ磁をまばらに含む
40 1栂褐色土層 2-1 内 土 やや い やや塑ド 1 -2cmほどの小榎3まばらに含む
41アカホヤ混じり明権褐色土層 2-1 居肉 土 主い |強い アカホヤのフロック ~~む、 10cmlまどの様を多〈含む
42 |日音質褐色土層 2-li 居内 土 やや強い |強い アカホヤのフロック ~~む、自躍を多 1 含む
43 |暗褐色土居 2 居内 Ijこやや強い やや弱い 白右. の44用 .iJ躍を多〈 「む
44 1崎燈色土層 '匝石.I構内哩土 やや弱い やや弱い 石. の45周 円相 t望号多く含む
45アカホヤ混じり暗纏色土層集石.情肉I里土 童い |強い 右 2の46膚に イ応 1) 、穫をi〈含む
46 暗中置灰色土層 鏡石iI相E肉埋土 やや弱い |弱い 石、 2の47暗に :t応 小磁を1Eむ
47 |暗橿褐色土層 '匝石.f陣内埋土 やや弱い やや弱い 1) 、様 む
~1槽灰色土層 2-1 肉 土 強い l強い lまとんと 「ま~い
49黒色土層 3 内 土 やや強い |弱い ほとんど まない
50 1音質褐色土層 3 内 土 やや強い |強い lまとんと まない
51黒色混じり晴貧褐色土層 別 内 土 やや弱い やや弱い lまとんど rぃ
52 |貧褐色土層 3-li 内 土 い |弱し、 ほとんど1 ミない。58層と同'層
53 |黄色iiじり灰色土層 j睡状‘ 肉 土 い やや強い様 lまとんど ない
54 黒褐色土里 3骨 肉 )土 い 河童L、 標1ほとんど Eない
55アカ，、ヤ混じり貧褐色土層 3骨4 肉 土 い |強い アカホヤの ロッヲを含置、
561晴 色土層 3骨 肉 土 やや弱い やや弱い様 1王とんと まない
57黒 混じり貧褐色土層 3号 肉 土 弱い |弱い 機11まとんど 『ま;‘い
58 i色土層 3号住 肉 土 弱い |弱い 様tほとんど まない。52層と同-層
59 色混じり黒褐色主層 3骨佳 内 土 強い |強い E畢1Iまとんと 『まない
60 色土層 .石週 内 土 やや強い やや強い 門礁を多く含4、アカホヤを含まrぃ
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岡本武憲 1995fn各地の土器織式 13九州南部Jr概説 中世の土器・陶磁器』中世土器研究会
石器 (第 13"'16図)
1次調査のさい、第1調査区からは、加工痕のある剥片1点、使用痕のある剥片l
点が出土している。いずれもチャート製である。加工痕のある剥片は第l層、使用痕
のある剥片は第2層からの出土である。その他に剥片が数点出土している。第2調査
区からは磨製石斧が1点出土している(第13図)。砂岩製で、第3層からの出土であ
る。刃部は片刃で丁寧に磨かれている。両側縁に複数の凹みを有し、中位部やや下に
擦れのようなものが l周してお
り、着柄痕の可能性がある。長さ
17. 1 cm、最大幅5.1cmである。
第2次調査では、第l調査区か
ら、打製石斧l点、磨製石斧1
点、襖形石器1点、スクレイパー
l点、加工痕のある剥片3点、使
用痕のある剥片4点が出土して
いる。その他に、剥片、砕片が20
数点出土している。 1号住居跡
の覆土からの出土はなく、大半
が第3層から出土している。
第3調査区においては、耕作土
である第l層から石核1点が出土
しており、その他に、剥片、砕片
が数点出土している。 2、3号住
bb 
d三三〉
り
ノーで> o 2c・
S=1/1 
第14図 2次胴査出土石器実測図①
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/ 
/ 
第15図 2次聞査出土石器実測図②
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。 5cm 
S=2/3 
o 2四1
S=I/I 
5 
5cm 
6 
o 2cm 
S=I/I 
第16図 2次調査出土石器実測図③
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居跡の覆土からは砕片が出土している。
石材は、黒曜石、チャートが多く、砂岩、安山岩、泥岩、玄武岩なども用いられている。
1は、チャート製の模形石器である。長さ3.8cm、幅3.9cmである。上下両端とー側
辺に細かい階段状の剥離がみられ、ー側辺に樋状剥離がみられる。 2は、黒曜石製の加
工痕のある剥片である。長さ 2.0cm、幅2.8cmである。下部に細かい剥離痕が見られ
る。 3は、砂岩製の打製石斧であり、基部が折損している。残存長11.6cm、幅5.6cm 
である。刃部に微小剥離がみられ、一部に自然面が残る。 4は、粘板岩製のスクレイ
パーである。長さ3.0cm、幅4.4cmである。 5は、頁岩製の磨製石斧であり、刃部側が
欠損している。残存長8.4cm、幅4.9cmである。全体的に研磨は粗く、整形の際の剥
離、敵打痕が残ったままである。しかし、ー側辺は研磨によって1つの面を作りだして
いる。また、基部先端に摩滅がみられ、柄の装着によって生じた可能性がある。従っ
て、研磨や摩滅を考慮すると、未成品ではなく、破損品と考えられる。 6は、チャート
製の石核であり、片面に自然面が残っている。長さ2.9cm、幅3.2叩である。側辺に両
極打法の際の樋状剥離が見られることから、両極打法を用いて剥片を取っていた可能性
が指摘できる。
出土した石器は、第1、第3調査区とも、遺構出土の石器はごくわずかで、多くが第
3層からの出土である。また、全体的な出土量も少なく、とりわけ剥片石器には定形的
な器種がほとんど見られなかった。 (小河原)
VI まとめ
瓜生田遺跡第1地点の発掘調査の結果、この遺跡はかなり限定された期間における
居住を示す可能性が高くなった。それは、これまでのところ、型式が判明する土器は
ほぼ天城式の範暗に入るものであり、その前後の時期の遺物は確認されていないこと
から推測される。遺物の大半は第3層とした包含層から出土しており、住居跡などの
遺構覆土からはごく少量の細片しか出土しなかった。このことは、住居跡の廃絶後に
土器を投棄したり、埋没時に周囲に遺物が散乱したりといった状態ではなかったこと
を示す。住居の帰属時期を疑問視する向きもあろうが、 1次調査で1号住居跡床面直
上から採取した炭化物の放射性炭素年代が3010土50BP(AMS法による補正年代)
であることと、他の時期の遺物がみられないことから、おそらく晩期初頭に作られた
とみてよいと思われる。この時期は、球磨川の対岸に位置する中堂遺跡の形成が開始
される時期にあたり、瓜生田遺跡にいた集団が中堂遺跡へと移動した可能性も考えら
-28-
れる。完掘した 1号住居跡のプランは隅丸長方形で壁際に柱穴がめぐる型式で、中堂遺
跡の住居跡とは異なるところもあるが、明確な炉をもたないところは共通している。
土器の様式は基本的に熊本県北部と共通するが、北部で盛行する土偶などの祭和的
遺物は発見されていない。石器組成においては、この時期の農耕的要素と考えられる
ことの多い肩平打製石斧が1点出土しているが、植物質食糧の利用に関わるとされる
磨石や石皿の類はみられず、この時期に特徴的な円盤状石器や十字形石器も出土して
いない。剥片やチップの存在から、石器製作が行われていたと考えられるが、定形的
な石器はほとんどみられなかった。発掘面積が狭いことによるバイアスも考えなくて
はならないが、打製石斧・円盤状石器・十字形石器・磨石・叩石・石皿が全石器の40%以
上を占める中堂遺跡とはかなり異なる組成であった可能性が考えられる。
竪穴住居跡は、いずれも外側にアカホヤを多く含む明るい土が入っており、まず壁
が崩落し、それから徐々に内部に覆土が入った過程が復元できる。 2号住居跡では、
ある程度住居が埋まった段階で、いったん平坦にならし、その面から土坑を掘り込ん
で2基の集石遺構を構築している。この集石遺構には遺物が伴わず、年代を確定する
ことは困難であるが、おそらく住居跡が完全に埋まりきらない段階で形成されたとす
ると、縄文時代晩期初頭をあまりくだらない時期のものと考えることができる。管見
では類例を知らず、その性格は不明である。 1号集石遺構から採取した土壌のリン酸
分析を行った結果、上層より下層で若干リン酸含有量が高いという結果が得られた
が、わずかな違いのため積極的に墓であるということはできない。現時点では、集落
としての遺跡廃絶後に、なんらかの活動が行われた可能性を指摘するに留めたい。
瓜生田遺跡第1地点の発掘調査成果を解釈する上で重要な問題のひとつは、第3層
の形成過程である。縄文時代晩期初頭の遺物の大半がこの層から出土している。 2次
調査で検出した中世墓と、 1次調査で検出した中世の土師器が入ったピットは、いず
れも第3層より上面から掘り込まれていることから、少なくとも中世以前に形成され
たことは間違いない。住居跡の覆土にほとんど土器が入らず、住居が埋没し、その上
面を削平された後に堆積した第3層中に遺物が集中するという状況は、どのようなプ
ロセスによるものだろうか。ひとつの説明として、この地点に居住していたときに、
住居から若干離れたところに土器捨て場があり、土器塚のようなものが形成されてい
た可能性が考えられる。土器などの遺物が1ヶ所に集められていたとすると、住居跡
内への投棄や埋没過程での流入はみられないだろう。集落の廃絶後のある段階で、一
部で地表が削平され(1号住居跡の残り具合から考えると 10--20叩程度か)、その
-29-
後土器塚をならすようなかたちで整地が行われた可能性がある。第3調査区では住居
跡の残りがよく、あまり削平されていないと考えられるが、 1号住居跡の床面のレベ
ルが2号、 3号より 10cmほど高いことからすると、もともと高かったところを削平
した上に第3層が乗っていると考えられる。耕作に関係するものとも考えられるが、
この作業が行われた時期を確定することは難しい。
以上、いくつかの間題が明らかになったとともに、新たな問題点が多く提起された
調査であった。より詳細な分析と報告は機会を改めて行いたい。(松本)
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図版
図版1
1.瓜生田遺跡第1地点調査前全景(西から)
2.第1トレンチ遺構検出状況(北から)
図版2
1.発掘調査風景
2.中世墓遺物出土状況(北から)
3. 1号住居跡完掘状況(北から)
図版3
2.第3トレンチ完掘状況(西から)
3. 2号住居跡覆土堆積状況(第3トレンチ南壁)
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